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朝、枕元に置いていた携帯 が何かを囁いているような…。 

 

ん!?  誰かが留守電にメッセージを入れている……。 

 

 

 

……  

 

空が明るい。これを見て、一瞬で悟る…  

 

 

ということは。。。 

 

 

7:00。。。 

 

 

今頃おれ、高崎を通過しているはず、だよね…  

 

 

うわぁー!!  

 

 

携帯を開くと、着信 7 件、メール 4 通、留守電 1 件、アラーム 1 件…  

 

 

 

 

https://mixi.jp/edit_diary.pl?id=939699841
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やっちまったー  

 

(こういうときって、妙に頭はすっきり!! ) 

 

 

 

そんな一日のスタート。 

1 時間待っててくれたおやぶんに電話し、マッハで上野に向かう  (おやぶんには、さらに今から 1 時間

待たせてしまった m(__)m ) 

 

「新幹線 に乗り遅れ、現地に 40 分遅れます」というメール をくれた T さん。もう、あなたの 40 分なん

てかわいいものです 、とメールで事情を説明し、越後湯沢で笑顔で合流させていただく。 

 

 

すみませんっ!! 罰として、皆様の食糧、持って歩きます  

 

 

(しかし、この寝坊が、この後ステキな展開に… ) 

 

 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：  

 

 

というわけで、今月のお山 は『苗場山』。 

 

苗場といえば、スキー で有名だけど、6 月末から 10 月は のシーズン。(なので、シーズン中は、スキ

ー場が登山口になっている。) 

 

そして、苗場山の特徴といえば、山頂のない山  というのも、山頂一帯が広大な湿原のため(＝尾瀬の

ような感じ)、遠くから見れば台形型の山。山頂も、ピークに立つ、というよりは、公園の丘の一角に立つよ

うな気分 (＝しかも、山頂木々に囲まれ展望ゼロ。。。) 

 

でも、大湿原はなかなかステキな空間でした～  

 

 



あとの詳しいレポートは、今回一緒に行った、おやぶんのブログで、お楽しみください (おやぶん、早く更

新してね ) 

 

http://ameblo.jp/oyabun2000-2005/ 

 

 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：  

 

と、これじゃ、手抜きかな、と思い…  

一応、続けます  

 

 

 

初日は、ワタクシの大寝坊のため、予定を大幅に変更し、苗場山頂の小屋『遊仙閣』まで、歩行時間は 4

時間弱の行程。そのおかげで(!?)、山頂にも、早めの時間に到着で、山頂の大湿原をのんびり散策できる

 

 

 

で、実は、ここからが大寝坊の大恩恵 を授かる。 

 

 

 

 

 

山頂小屋「遊仙閣」に素泊まり。シュラフ(寝袋 )持参ということで、値引交渉成立 !! さらに、今夜の宿

泊客が少ないからと、1 階のたたみ 4 畳くらいのスペースを、カーテンで仕切って、貸し切りにしてくれた。

(ここで調理もゆっくりできました。) 

 

http://ameblo.jp/oyabun2000-2005/


 

 

山小屋内でも、まったりタイム。茶道家おやぶんより、お茶 のおもてなしを受ける。 

 

 

 

 

 

(モンベルに茶器セットがあることにもびっくり  これはおやぶんの七つ道具の一つでもあります。) 

 

小屋内でゆったりと調理できた夕食。これをいざ食べようというときに外が晴れだし、鍋をそのままで外

に出る。 

 



夕陽に照らされた湿原を味わう。 

 

 

 

小屋に戻って、ゆっくり豪華に夕食。(今夜は食前酒にウイスキー の後、メインディッシュにハンバー

グシチュー丼、豚汁 、海草サラダ。デザートはりんご ＆梨 ) 

 

遊仙閣が独自に撮影した、夏から秋の苗場山ドキュメンタリーを見る 

 

なぜか、8 時からは「篤姫」が放映 (＝見入ってしまった )。(通常、山小屋でのテレビは、天気予報以

外、ありえません…。) 

 

小屋は 9 時消灯だけど、あまりに美しい月夜の晩なので、外に出て写真撮影 に勤しむ。(→しかもこ

の日は十五夜 だった!!) 

 

 

 

山小屋で快眠  

 

 



以上、実は、大寝坊も計算づくだったのでありました～  

 

※メンバーからは「遅れてきたナポレオン」の称号をいただき(!?)(→愛称はナポ兄 )、本日のチーム名にも

なりました。 

 

 

10:40 和田小屋発  

11:35 下ノ芝  

12:20-12:35 上ノ芝  

12:45 小松原分岐   

13:05 神楽ヶ峰  

13:30-13:40 雷清水  

14:40 苗場山山頂  

14:40-15:30 山頂の湿原を散策し、山小屋「遊仙閣」へ 

 

 

 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：  

 

 

2 日目は、あまり一般の登山客が入らないマイナールート。たしかに、登山道は明瞭だけど、マイナーな

分、やや荒廃ぎみ…。でも終日、誰とも会わず、山全体を貸切状態  

 

ちなみに、 

・極端な急斜面も多く、一部の道はたいへん細く、何度も転び…  

・先頭のおれは登山道に張られたクモの巣の攻撃に何度も遭い…  

・蛇にも何度も遭遇し…  

⇒一人でギャーギャーわめいていた 、巳年のおれ。。。  

 

 

とりあえず、一人じゃなくてよかった、かも。。。  

 

 

でも、本日のみどころは、小松原湿原。標高 1500m 地帯に突如現れる、森の中の湿原。紅葉にはまだ早

かったけど、それでも草の穂先が、ほんのりオレンジがかった、初秋の風景を堪能しました。  



 

 

 

 

 

 

 

なかなかのロングコースではあったけど(どう考えても、地図上の標準コースタイムは一部おかしかった

…)、みな無事に下山でき、めでたしでした  

 

 

 

5:20 「遊仙閣」発  

6:07-6:17 雷清水  

6:33 神楽ヶ峰  

6:47-7:02 小松原分岐  

8:25-8:35 霧ノ塔  

9:30-9:40 日蔭山  

10:35-11:00 小松原避難小屋  (昼食 ) 

↓(この間、小松原湿原を通過 ) 

11:40-11:45 中屋敷  

12:37-12:47 金城山  



14:37-14:47 風穴  

15:17 分岐  

15:55 上結東バス停  

 

 

フォトアルバム(おまけ画像つき)はこちら。 

http://mixi.jp/view_album.pl?id=21280886&mode=photo 

 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：  

 

 

★おやぶん、膝痛の中、歩ききってくれて、お疲れ様  

 期待していたドラマティック な山行になったかな?? 

 

★T さん、7 月に日光白根山で出会い、会うのも 2 回目でしたが、 

 頼もしい山女っぷり(＆ 飲みっぷり)には、敬服デス  

 

★おやぶんと T さん、初対面なのに、互いのおやじギャグですっかり 

 打ち解けてくれたことに感謝 (!?)  また行きまっしょい  

 

 

 

下山した翌日から 3 日間、膝とふくらはぎがものすごく筋肉痛だったけど、やっぱり楽しかった、これに尽き

る  

 

そして今年もシーズンが終わる前に、また山には行ってこようっと 

 

 

http://mixi.jp/view_album.pl?id=21280886&mode=photo

